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環境目標と環境活動計画 

環境目標 

中長期の環境目標は、2011 年度実績を基準として、下表のとおり設定しました。 

 

項目 単位 
基準年 環境目標 

2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 

工場の 

二酸化炭素排出量 

中間処理量 

あたり 

kg-CO2 

/t 
10.50 

10.39 

(1%削減) 

10.29 

(2%削減) 

10.18 

(3%削減) 

収集運搬の 

二酸化炭素排出量 

収集運搬量 

あたり 

kg-CO2 

/t 
7.55 

7.47 

(1%削減) 

7.40 

(2%削減) 

7.32 

(3%削減) 

水使用量 
中間処理量 

あたり 
m3/t 0.130 

0.129 

(1%削減) 

0.128 

(2%削減) 

0.127 

(3%削減) 

廃棄物等排出量 ﾘｻｲｸﾙ率 % 98.0 98%以上 98%以上 98%以上 

工場見学、体験学習者 人 1,829 
1,829 

(現状維持) 

1,829 

(現状維持) 

1,829 

(現状維持) 

 

環境活動計画 

環境目標を達成するため、環境活動計画を下表のとおり設定しました。 

 

項目 2012 年度 2013 年度 

工場の 

二酸化炭素 

排出量 

・加工機械時間短縮及び切り替え運転の実施 

・作業終了時の機械のブレーカーオフの実施 

・エアコンの使用期間の限定 

・加工機械時間短縮及び切り替え運転の実施 

・作業終了時の機械のブレーカーオフの実施 

・エアコンの使用期間の限定 

収集運搬の 

二酸化炭素 

排出量 

・アイドリングストップの実施 

・配車の見直し 

・稼動率のＵＰ 

・アイドリングストップの実施 

・配車の見直し 

・稼動率のＵＰ 

水使用量 

・雨水タンク増設等の設備改善検討 

・洗車時の雨水使用の促進としよう時間の短縮 

・節水強化月間の実施 

・雨水タンク増設等の設備改善検討 

・洗車時の雨水使用の促進としよう時間の短縮 

・節水強化月間の実施 

廃棄物等 

排出量 

・ＲＰＦ原料化の強化 

・マテリアル原料化の強化 

・選別方法・収集方法の改善の強化 

・ＲＰＦ原料化の強化 

・マテリアル原料化の強化 

・選別方法・収集方法の改善の強化 

工場見学、 

体験学習者 
・出張体験学習 

・学校関係への案内 

・出張体験学習 

・学校関係への案内 

 



収集運搬量

中間処理量

再資源化等量

最終処分量

単純焼却

3

工場系 輸送系

一般廃棄物
産業廃棄物
有　価　物

19,726ｔ
18,892ｔ
142,846ｔ

合　　　計 181,463ｔ

19,395,042

4,717,338 

749,872 

24,862,252 

31,559,404

6,756,798

1,372,011

39,688,213

12,164,362

2,039,460

622,140

14,825,961

大津事業所

本 社 工 場

西部事業所

合 計

化石燃料 合　計電　気

（単位：MJ）エネルギー投入量

大津事業所

本 社 工 場

西部事業所

合 計

化石燃料 合　計電　気

（単位：kg-CO2）CO2排出量

759,623

184,758

29,369

973,750

833,195

139,159

42,582

1,014,936

1,592,818

323,918

71,951

1,988,686

大津事業所

本 社 工 場

西部事業所

合 計

水使用量

12,534

1,334

316

14,184

一般廃棄物
産業廃棄物
有　価　物

21,164ｔ
10,589ｔ
150,554ｔ

合　　　計 182,308ｔ

一般廃棄物
産業廃棄物

1,346ｔ
2,030ｔ

合　　　計 3,376ｔ

パッカー車
大型車

3.93km/ℓ
3.42km/ℓ

その他 5.57km/ℓ

軽油
ガソリン

467,346ℓ
33,684ℓ

一般廃棄物
産業廃棄物
有　価　物

1,121ｔ
2,987ｔ

177,088ｔ

合　　　計 181,196ｔ

別途
再資源化へ

上水使用量

グループ全体の物質収支
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（単位：m  ）

17,997,338

2,610,321

316,758

20,924,417

大津事業所

本 社 工 場

西部事業所

合 計

化石燃料

1,234,622

179,328

21,761

1,435,711

大津事業所

本 社 工 場

西部事業所

合 計

化石燃料

（単位：MJ）エネルギー投入量

（単位：kg-CO2）CO2排出量

燃費燃料使用量

2012年度実績

※1　入出荷のタイムラグがあるため、中間処理量＝再資源化等量＋単純焼却最終処分量にはなっていません。
※2　廃棄物から再資源化されたものも含まれます。
※3　ＣＯ2の排出係数は、Ｈ22年度九州電力のＣＯ2の実排出係数0.385㎏-co2/kwhを使用しています。この係数は

3年間使用します。

※1

※1

※3

※1

※2



2012年度実績
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Kg-CO2

【総量】

1,301,173
1,460,885

2,076,925

0

600,000

900,000

1,200,000

1,500,000

【総量】

1,211,616 1,216,610
1,325,298

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
m3 【総量】

t

人

【総量】

169,345 176,289

7.81 7.57

7.36

10.28 10.18

10.07

8.62
7.80

0.0573

98.1 98.1 98.3 98.2 98.1 98.0 98.297.6

2009 2011 2012 年20102008

200720062005 2009 2011 2012 年20102008

200720062005 2009 2011 2012 年20102008

200720062005 2009 2011 2012 年20102008 200720062005 2009 2011 2012年20102008

200720062005 2009 2011 2012年20102008

200720062005 2009 2011 2012年20102008

200720062005 2009 2011 2012年20102008

200720062005 2009 2011 2012 年20102008

2,087,679 1,986,946
 1,871,138

 1,988,686
2,174,233

戸島本社
大津事業所
西部事業所

7.49

1,109,218 1,150,026

1,379,262

7.77 7.19
6.47 6.93

7.55 7.89

0.1104

0.0867

0.0990
0.1090

0.1252
0.1305

0.0778

209,520
189,225 182,384

218,525

●CO2排出量（工場）

●CO2排出量（車両）

●上水使用量

●リサイクル率

●工場見学・体験学習者数

10.39

2,1952,177

1,769

2,412
2,690 2,663

1,304,674
1,435,711

178,978 184,572

1,829

2,328

0

1000

1500
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戸島本社
大津事業所
西部事業所

戸島本社
大津事業所
西部事業所

再資源化等量
最終処分量

23,270

環境目標と実績
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工場及び車両による「二酸化炭素排出量」について、2012年度は、工場及び車両ともに環境目標を達成でき

ませんでした。

　工場の環境目標が達成できなかったのは、基準年である2011年度に比べ、古紙の取扱い量が減少したこと

で、工場の稼動効率が下がったためと考えられます。

工場・車両の洗浄及び本社工場の処理工程の「水使用量」について、2012年度は、環境目標を達成できました。

工場からの廃棄物等排出量の「リサイクル率」について、2012年度は、環境目標を達成できました。

地球温暖化防止のために

水資源保護のために

循環型社会形成推進のために

工場見学・体験学習者数について、2012年度は、環境目標を達成できました。

地域・社会貢献のために

・加工機械時間短縮及び切り替え運
転の実施。

・作業終了時の機械のブレーカーオ
フの実施

・自家発電設備の使用停止。

・アイドリングストップの実施。
・急発進、急加速の禁止及び法廷速
度の厳守。

・省燃費運転講習会、メンテナンス
向上研修会の実施。

・場内配管等の漏水の有無の確認と
補修。

・洗車時の雨水使用の促進と使用時
間の短縮。

・節水強化月間の実施。

・適正処理の推進による、リピー
ター・固定客の確保。

・排出先への廃棄物のリサイクル化
への啓蒙啓発活動。

・廃棄物の分別及びリサイクル研修
会の実施。

・行政や学校に対し、工場見学等を
受け入れていることを宣伝する。

二
酸
化
炭
素
排
出
量

水
使
用
量

廃
棄
物
等
排
出
量
地
域
・

社
会
貢
献

2011年度
実績

2012年度項　　　　目 単位 主な環境行動計画目　標 実　績

再資源化等量

単純焼却
最終処分量

リサイクル率

工場見学・
体験学習者数

総　量

中間処理量
あたり

10.50

7.55

0.1305

23,270

3,555

1,871,138

1,304,674

175,423

98.0

10.91
目標非達成

7.91
目標非達成

0.0778
目標達成

98.2
目標達成

2,328
目標達成

14,184

3,376

1,988,686

1,435,711

181,196

1,829

※環境目標は、2008年度実績を元に設定しています。

10.39
（1%減）

7.47
（1%減）

0.1292
(1%減）

98.0

1,829

―

―

―

―

―

kg-CO2　

m3/t

m3 

kg-CO2
　　/ t

kg-CO2　

kg-CO2　
　　/ t

t

t

%

人

工
　
場

車
　
両

総　量

総　量

収集運搬量
あたり

中間処理量
あたり
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地域・社会貢献活動環境関連法規等の遵守状況

代表者による全体評価と見直しの結果

2012環境活動レポート

ISO-EA21事務局及び部門長は、年1回、順法性の確認を行い、環境記録として保管しています。問題が発見さ

れた場合は、環境管理責任者の下、是正処置及び予防処置を実施しています。

2012年度は、当社グループによる環境関連法規違反、環境に重大な影響を与える事故、訴訟等はありません

でした（別紙参照）。

許可の取得状況については、最新情報を以下の情報公開ページにて公開しています。

情報公開ページ　http://www2.sanpainet.or.jp/zyohou/index_u2.php?UserID=18531

【全体の評価】
●環境目標の達成状況

環境目標の達成状況は、5つの環境目標に対して達成できたのは3つでした。

目標未達となっているのは、いずれも二酸化炭素排出量でした。これらは、基準年である2011年度に比

べ、古紙の取扱量が減少したことで、工場の稼働率が下がったためと思われます。

今後は、経済状況の上昇による事業活動の活性化と、具体的な指示や教育を実施できる部門長・環境

委員の育成を行っていきます。

●環境活動計画の実施及び運用結果
おおむね計画通り実施できていましたが、二酸化炭素排出量については、環境目標の達成にはつなが

りませんでした。

●環境関連法規等の遵守状況
遵守評価の結果、すべての環境関連法規等を遵守できていました。

●外部からの環境に関する苦情や要望など
本年も取引先企業からの視察、自治会訪問、体験学習など多くの訪問を受け、取引先企業からの遵守事

項の対応など多くのコミュニケーションが実施されました。

また、苦情・クレーム等については、収集運搬工程の中で、一般の方からの運転、態度等での指摘を受

け、破損事故等も多く発生したため、輸送部の再教育を実施し、今後の発生抑制に努めます。

【見直しの結果】
東京オリンピックも決まり、今後の経済活動の改善が見込まれる中、今まで停滞していた取扱量・収益の

改善を図るチャンスと考えられる。

この環境を利用し、環境負荷の軽減を念頭に、取り組みを強化してほしい。

・環境方針：変更の必要はないものと判断する。

・環境目標：変更の必要はないものと判断する。

・環境経営システム：当面このまま維持する。
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地元地域、社会貢献活動として、工場見学や体験学習を積極的に受入れています。2012年度は、2,328名の

見学者・体験学習者を受け入れました。

工場見学・体験学習

2012年10月28日（日）に開催された、有明広域行

政事務組合主催の『東部リサイクルフェスタ2012』

に紙すき体験で出展しました。

第13回東部リサイクルフェスタ2012

2013年5月11日（土）、12日（日）に開催された、

テレビ熊本主催の『TKUの日2013』に環境教室で

出展しました。

TKUの日2013 in わくわく江津湖フェスタ



労働安全委員会組織表

主な労働安全衛生活動

安全週間

安全教育

各種表彰

各種見直し

毎月１回

年４回

年１回

年１回

年１回

労働安全委員会

教育・訓練プログラム

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8
一般教育 トスキテ用修研員役者任責理管境環ジネマ境環にび並順手び及針方境環・
（管理者研修）　メントｼｽﾃﾑの要求事項に適合すること （外部コンサルタ 各部門長 ★

性要必・味意の得取ＯＳＩ※頼依を師講にトン性要重の　
・作業活動による顕在又は潜在の著しい 　役割・プロセスを重点的に
　環境影響及び各人の作業改善による 　研修
　環境上の利点
・環境方針及び手順との適合、並びに緊
　急事態への準備及び対応の要求事項
　を含む環境マネジメントｼｽﾃﾑの要求事
　項との適合を達成するための役割及び
　責任
・規程された運用手順から逸脱した際に
　予想される結果

一般教育 トスキテ育教般一員業従者任責理管境環ジネマ境環にび並順手び及針方境環・
（従業員研修）　メントｼｽﾃﾑの要求事項に適合すること ＩＳＯ事務局 ★ ★ ★

　の重要性 ※ＩＳＯの概要及び方針・環
・作業活動による顕在又は潜在の著しい 　境マニュアルの把握を中心
　環境影響及び各人の作業改善による 　に研修
　環境上の利点
・環境方針及び手順との適合、並びに緊 各部門長 金属部 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 一般教育テキスト
　急事態への準備及び対応の要求事項 委託事業部 ★ ★ ★ ★ 共通の以下手順書について
　を含む環境マネジメントｼｽﾃﾑの要求事 古紙部 ★ ★ ★ ★ は一般教育を行う
　項との適合を達成するための役割及び 輸送部 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 電気使用管理手順書

書順手理管用使道水★★★★局務事任責　
書順手理管物棄廃★★部業営に際たし脱逸らか順手用運たれさ程規・

書順手理管設施★★果結るれさ想予　
車輌運転手順書
火災発生時対応手順書
※各人の役割・自覚・責任に
　重点をおき研修

作成日：2001年3月1日 改定日：2011年9月12日
年度 実施日程 教材及び備考

承認 作成

環境事業部

区分/種類 教育内容 実施責任者 対象者

IS－F４４２１ P1/2

労働安全衛生の取組み社員教育・訓練

2012環境活動レポート

・ 環境方針及び手順並びに環境マネジメントシステムの要求事項に適合することの重要性
・ 作業活動による顕在又は潜在の著しい環境影響及び各人の作業改善による環境上の利点
・ 環境方針及び手順との適合、並びに緊急事態への準備及び対応の要求事項を含む環境マネジ
メントシステムの要求事項との適合を達成するための役割及び責任
・ 規程された運用手順から逸脱した際に予想される結果

著しい環境側面に関する業務を適切に実施運用するための技能

・ 規程された運用手順から逸脱した際に予想される結果

・ 環境マネジメントシステム監査に必要な知識・技術の習得

・ 業務上取得が必要な技能講習、免許、資格

環境に関する教育

一般教育

（管理者研修）

力量教育

（従業員研修）

部門専任者訓練

内部監査員研修

専門技術者講習
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　石坂グループでは、労働安全委員会を組織し、年間労働安全衛生スケジュールを作成して、環境への取り組

み同様、労働安全衛生についても計画的に取り組んでいます。

　事故・ケガについては、安全指導会で原因究明・対策の指示を行い、再発防止に努めています。

委員長

副委員長

理事会

書記

推進班 教育班 広報班

安全指導会

安全委員

安全委員会執行部
全部門・事業所安全委員
第一種衛生管理者

本社部門

事務局  2名 
営業部  1名 
金属部  2名 
古紙部  2名 
委託事業部 2名 
輸送部  3名 
環境事業部 2名 

各事業所

大津事業所 2名 
西部事業所 2名 
   
阿蘇未来館 2名 
美化センター 2名 
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許可取得状況一覧

2012環境活動レポート

熊本県廃棄物再生事業所登録

熊本市リサイクル事業者認定

熊本市・大津町一般廃棄物処分業許可

熊本県・熊本市産業廃棄物処分業許可証

熊本市・合志市・菊池市・大津町・
益城町・菊陽町一般廃棄物収集・運搬業許可証

熊本県・福岡県・佐賀県・大分県・
山口県・熊本市・福岡市・北九州市・
大牟田市・大分市・鹿児島県・鹿児島市
産業産廃物収集・運搬業許可証

熊本県公認計量証明事業所

産業廃棄物収集運搬 12名

産業廃棄物処分 4名

特別管理産業廃棄物収集運搬 12名

技術管理士（中間処理施設） 2名

技術管理士（破砕・リサイクル） 8名

ごみ処理施設技術管理士 2名

一般廃棄物事業者（収集運搬・処分） 1名

冷媒回収技術者 8名

環境カウンセラー 3名

第一種衛生管理者 1名

特定化学物質作業主任者 5名

危険物取扱保安責任者（乙種四類） 3名

危険物取扱保安責任者(丙種四類） 8名

甲種防火管理者 9名

フォークリフト運転技術 104名

ショベルローダー等運転技術 67名

主な資格取得者数

登録・許可証

車両系建設機械運転技術(整地） 44名

車両系建設機械運転技術（解体） 3名

小型車両系建設機械運転技術 12名

小型移動式クレーン運転技術 43名

玉掛け技能 41名

クレーン運転業務 15名

はい作業主任技術者 8名

ガス溶接 29名

安全運転管理者 3名

高所作業 13名

運行管理者 9名

解体工事施工技士 1名

特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者 4名

アーク溶接技能講習 5名

ボイラー取扱作業主任者 2名

13

有価物回収協業組合
石坂グループ

21世紀のリサイクルシステムをサポートする

(平成25年9月現在)

■２０１3年9月発行　第7版　

■対象取組期間／2011年12月～2012年11月

■編集担当者／EA21事務局　草野哲示、佐藤万里子
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●大津事業所 ●西部事業所




